








我々は最初に尿中過酸化脂質の年齢別基準値を求めた。これを基にして,小児腎疾患での尿

中過酸化脂質を測定した。尿中過酸化脂質・クレアチニン比は年齢によって差が認められ

た。尿中過酸化脂質と NAG との間には正の相関関係があった。腎盂腎炎・腎不全等の腎疾

患では尿中過酸化脂質・クレアチニン比の上昇を認めた。尿中過酸化脂質測定は尿路感染

症,逆流性腎症の進行を知る指標のひとつになりうるものと推察される。 


